
第
17
回
町
民
駅
伝
大
会

（
第
７
回
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
パ
ー

ク
駅
伝
）

11
月
25
日
に
、
緑
地
運
動
公
園

で
町
民
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
小
学
１
年
生

か
ら
60
歳
以
上
の
人
ま
で
、
総
勢

３
２
０
人
が
参
加
。
小
春
日
和
の

な
か
、
コ
ー
ス
の
沿
道
に
は
多
数

の
応
援
者
が
つ
め
か
け
、
声
援
を

お
く
り
、
大
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

11
月
４
・
11
日
、
群
馬
県
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

(

県
内
18
会
場)

に
、
県
民
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
広
く
県
民
の
間

に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
振
興
し
、
そ

の
発
展
と
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ

精
神
の
高
揚
を
は
か
り
、
あ
わ
せ

て
健
康
の
保
持
増
進
、
体
力
の
向

上
お
よ
び
生
活
の
活
性
化
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

今
大
会
に
お
い
て
、

テ
ニ
ス
女
子
・
柔
道
・

剣
道
競
技
が
郡
の
部
で

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
は

男
子
が
準
優
勝
、
総
合

成
績
第
３
位
、
テ
ニ
ス

も
総
合
で
第
３
位
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
が
男
子
・

女
子
と
も
に
第
３
位
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
競
技
に

お
い
て
も
各
チ
ー
ム
は

日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
な
お
、

北
群
馬
郡
の
総
合
成
績

は
第
７
位
と
な
り
ま
し

た
。

▲

テ
ニ
ス
女
子
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

お
知
ら
せ�

厚
生
労
働
省
群
馬
労
働

局
の
あ
っ
せ
ん
制
度

〜
職
場
の
民
事
紛
争
の
解
決
に

「
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）
〜

解
雇
、
労
働
条
件
引
下
げ
、
い

じ
め
な
ど
労
働
に
係
る
民
事
紛
争

問
題
で
お
困
り
の
労
働
者
、
事
業

主
の
み
な
さ
ん
、「
群
馬
紛
争
調
整

委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
っ
せ
ん
制
度
は
互
譲
の
精
神

を
前
提
に
、
労
使
の
話
合
い
に
よ

る
和
解
を
目
指
し
、
群
馬
労
働
局

が
仲
介
者
（
弁
護
士
な
ど
の
有
識

者
）
と
場
所
（
会
議
室
な
ど
）
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。
労
働
者
の

み
な
ら
ず
、
事
業
主
も
申
請
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
の
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

群
馬
労
働
局
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
群
馬
労
働

局
企
画
室
内
）

０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
２

前
橋
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
前
橋
労
働
基
準
監
督
署
内
）

０
２
７
・
２
３
２
・
３
６
０
１

テ
ニ
ス
女
子（
吉
岡
町
単
独
）・�

柔
道
・
剣
道
で�

　
　
　
　

北
群
馬
郡
が
優
勝�

第
　
回
群
馬
県
民
体
育
大
会�

秋
季
大
会�

�

45
第
　
回
群
馬
県
民
体
育
大
会�

秋
季
大
会�

�

45
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▲

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
披

露
さ
れ
た「
ふ
れ
あ
い
太
鼓
」12
区
ふ
れ

あ
い
サ
ポ
ー
ト
隊（
右
）と「
獅
子
舞
」南

下
下
八
幡
宮
獅
子
舞
保
存
会（
左
）

▲

第
４
部

中
学
生
以
上
・
一
般
の
部
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群
馬
県
の
最
低
賃
金

▼
群
馬
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最

低
賃
金
）
は
、
平
成
19
年
10
月
19

日
か
ら
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

平
成
19
年
12
月
20
日
か
ら
改
正
発

効
し
て
い
ま
す
。

▼
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
は
、
臨
時
ま
た
は
１
ヵ
月
を
超

え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働

の
割
増
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通

勤
手
当
お
よ
び
家
族
手
当
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
精
神
的
・
身
体
的
な
理
由
な
ど

か
ら
最
低
賃
金
を
一
律
に
適
用
す

る
と
雇
用
機
会
を
狭
く
す
る
可
能

性
が
あ
る
労
働
者
の
場
合
な
ど

は
、
使
用
者
が
労
働
局
長
の
許
可

を
受
け
る
こ
と
を
条
件
に
、
最
低

賃
金
の
適
用
除
外
が
個
別
に
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
５

企
業
立
地
計
画
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か

群
馬
県
は
、
企
業
立
地
促
進
法

に
基
づ
く
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ
く
基

本
計
画
と
は

企
業
立
地
促
進
法
は
、
平
成
19

年
に
制
定
さ
れ
た
新
し
い
法
律
で
、

地
域
の
強
み
と
特
性
を
活
か
し
た

産
業
集
積
の
形
成
を
め
ざ
す
も
の

で
す
。
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、

県
と
市
町
村
が
共
同
で
策
定
す
る
、

い
わ
ゆ
る
企
業
立
地
の
マ
ニ
ュ
フ

ェ
ス
ト
が
「
基
本
計
画
」
で
す
。

群
馬
県
と
県
内
の
30
市
町
村
が

共
同
で
次
の
基
本
計
画
を
策
定

し
、
平
成
19
年
10
月
17
日
に
国
の

同
意
を
得
た
こ
と
か
ら
、
基
本
計

画
が
実
行
段
階
に
移
り
ま
し
た
。

・
ア
ナ
ロ
グ
関
連
産
業
の
基
本
計

画
（
吉
岡
町
は
対
象
外
）

・
健
康
科
学
産
業
の
基
本
計
画

・
基
盤
技
術
産
業
の
基
本
計
画

企
業
立
地
計
画
と
は

基
本
計
画
の
区
域
内
に
立
地

（
工
場
な
ど
の
新
増
設
）
を
し
よ

う
と
す
る
企
業
の
計
画
で
す
。
３

計
画
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業

種
の
事
業
者
の
方
が
、
工
場
な
ど

の
新
増
設
の
着
手
前
に
計
画
を
策

定
し
、知
事
に
申
請
を
行
い
ま
す
。

企
業
立
地
計
画
の
承
認
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト

企
業
立
地
計
画
が
知
事
の
承
認

を
受
け
る
と
、
次
の
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

①
工
場
・
機
械
な
ど
の
特
別
償
却

〈
償
却
率：

建
物
８
％
、
機
械

15
％
〉（
国
の
規
定
に
よ
り
、
対

象
業
種
が
限
ら
れ
ま
す
。）

②
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例

〈
保
険
限
度
額
の
引
き
上
げ
〉

③
地
方
税
の
優
遇
措
置

（
立
地
す
る
市
町
村
に
よ
っ
て
措

置
の
有
無
や
内
容
が
異
な
り
ま

す
。）

対
象
と
な
る
地
域
と
業
種

基
本
計
画
の
対
象
と
な
る
地
域

と
業
種
は
、
こ
ち
ら
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

企
業
立
地
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

【h
ttp
://jilc.o

r.jp
/krsc/in

d
e

x.h
tm
l

】

―
各
地
域
の
基
本
計
画→

群
馬
県

の
基
本
計
画→

基
本
計
画
本
文
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

・
計
画
本
文
２
　
集
積
区
域
と
し

て
設
定
す
る
区
域

・
計
画
本
文
５
　
集
積
業
種
と
し

て
指
定
す
る
業
種

件　　　　名�

群馬県最低賃金�
（地域別最低賃金）�

�
製鋼・鉄素形材製造業�

一般機械器具製造業�

電気機械器具製造業�

輸送用機械器具製造業�

773円�

763円�

761円�

763円�

664円�
平成19年�
10月19日�

平成19年�
12月20日�

時間額� 改正発効日�

産
業
別
最
低
賃
金�

▼
問
合
せ
先

・
企
業
立
地
促
進
法
に
つ
い
て

企
業
立
地
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

【h
ttp
://jilc.o

r.jp
/krsc/in

d
e

x.h
tm
l

】

・
企
業
立
地
計
画
の
申
請
な
ど
に

つ
い
て

群
馬
県
産
業
創
造
促
進
室(

群
馬

県
庁
12
階)

０
２
７
・
２
２
６
・
３
３
２
６

０
２
７
・
２
２
３
・
５
４
７
０

san
gyo
@
p
ref.gu

n
m
a.jp

吉
岡
町
役
場
産
業
建
設
課

産
業
振
興
室

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
６
６)

ぐ
ん
ま
シ
ル
ク
展

▼
会
期

１
月
24
日(

木)

〜
28
日

(

月)▼
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時

▼
会
場

県
立
日
本
絹
の
里(

高

崎
市
金
古
町)

▼
内
容

「
群
馬
オ
リ
ジ
ナ
ル
蚕

品
種
」
を
用
い
た
シ
ル
ク
新
製
品

を
は
じ
め
、
桐
生
や
伊
勢
崎
の
伝

統
技
法
に
よ
る
絹
織
物
の
展
示
と

販
売

催
し
も
の�


